
３
月

日(

金)

の
昼

時
か
ら
、
グ

13

12

レ
ー
ス
浜
す
し
に
て
、「
３
・
１
３
重
税

反
対
全
国
統
一
行
動
／
香
長
地
区
集
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
南
国
民
商
、
香
美
郡

民

商

、

農

民

組

合

、

新

婦

人

南

国
支
部
、

南

国

自

治
労
連
、

医

療

生

協

南

国

支
部
、
日
本
共
産
党
東
部
地
区
委
員
会

の
７
団
体
で
実
行
委
員
会
を
つ
く
り
、

毎
年
、
役
割
分
担
を
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
で
、
２
月

日
に
は
「
納
税
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者
の
権
利
を
守
る
よ
う
に
」
と
、
南
国

税
務
署
交
渉
を
行
い
、
こ
の
日
の
集
会

と
デ
モ
行
進
、
集
団
申
告
を
迎
え
た
も

の
で
す
。

集
会
に
は
、
南

国
民
商
か
ら
の
１

０
０
人
を
含
め
、

香
美
郡
民
商
を
は

じ
め
７
団
体
で
約

３
２
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
年

は
会
場

の
都
合

で
、
普

段
よ
り

は
短
い

１
時
間

の
集
会

で
し
た

が
、
香

美
郡
民
商
の
平
野
事
務
局
長
か
ら
の
基

調
報
告
の
後
、
代
表
発
言
と
し
て
、
①

新
婦
人
南
国
支
部
の
中
村
さ
ぢ
さ
ん
か

ら
、
医
療
や
介
護
に
つ
い
て
、
②
日
本

共
産
党
東
部
地
区
委
員
会
の
岡
田
芳
秀

さ

ん

か

ら
、
憲
法

や
平
和
を

中
心
に
安

倍
政
権
の

危
険
な
動

き
と
国
民

の
運
動
に

つ
い
て
、

③
農
民
組

合
の
中
越

吉
正
さ
ん

か
ら
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
問
題

や
農
業
の

現
状
な
ど
を
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
「
い
か
ん
ち

や
コ
ー
ル
」
を
練
習
し
た
後
、
午
後
１

時
に
南
国
税
務
署
に
向
け
て
出
発
。
共

産
党
の
岡
田
芳
秀
さ
ん
と
、
南
国
民
商

副
会
長
の
村
田
敦
子
さ
ん
が
先
頭
に
、

香
美
郡
民
商
副
会
長
の
畠
山
さ
ん
が
列

の
中
間
で
コ
ー
ル
を
リ
ー
ド
し
て
、「
消

費
税
増
税
は
、
い
か
ん
ち
や
」「
戦
争
す

る
国
づ
く
り
は
、
い
か
ん
ち
や
」
と
デ

モ
行
進
し
、
南
国
税
務
署
へ
向
か
い
ま

し
た
。

申
告
の
あ
る
方
は
、
き
れ
い
に
並
ん

で
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
順
番
を
待
ち
、

集
団
申
告
を
し
ま
し
た
。
申
告
を
終
え

た
会
員
さ
ん
は
、「
ホ
ッ
と
し
た
。
く
つ

ろ
い
だ
よ
」「
美
味
し
ゅ
う
ご
は
ん
が
食

べ
れ
る
」
と
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

南
国
民
商
で
は
、
毎
年
、
消
費
税
の

分
納
を
希
望
す
る
人
が
、
い
っ
し
ょ
に

南
国
税
務
署
に
行
き
、
分
納
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
３
月

日(

金)

午
後
２
時
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か
ら
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
５
％

の
時
で
さ
え
、
消
費
税
を
価
格
に
転
嫁

(

料
金
に
上
乗
せ)

す
る
こ
と
が
で
き
な

く
て
、
数
十
万
円
も
の
消
費
税
を
、
自

腹
を
切
っ
て
支
払
う
業
者
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
４
月
か
ら
、
８
％
へ

と
１
．
６
倍
に
も
な
る
大
増
税
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い
業
者
が
増
え

て
い
ま
す
。

仲
間
が
い
っ
し
ょ
だ
と
心
強
い
と
い

う
こ
と
で
、
午
後
２
時
に
５
分
前
に
、

南
国
税
務
署
の
駐
車
場
に
集
合
し
ま
す

が
、
一
人
ず
つ
の
相
談
で
待
ち
時
間
が

あ
り
ま
す
の
で
、
２
０
～
３
０
分
程
度

遅
く
な
っ
て
も
大
丈
夫
で
す
。

分
納
相
談
の
希
望
が
あ
る
方
は
、
南

国
民
商
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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消
費
税
分
納
相
談
の

ご
案
内

[

南
国
税
務
署
に
て]

３
月

日(

金)

午
後
２
時

27

か
ら

労災保険・特別加入の給付基礎日額変更手続きについて
[労働保険事務組合・南国民主商工会]

給付基礎日額の変更については、年度途中での変更はできず、６月１日～７月１
０日の年度更新時にしかできませんでした。その場合でも災害発生後には変更でき
ません。
しかし法改正により、３月２日～３１日の３０日間にも、事前申請をすることが

できるようになりました。もし給付基礎日額の変更を希望されるかたはご連絡下さ
い。
事業主の配偶者や同居の家族、法人の役員は、労災の対象になりませんが、特別

加入すれば対象になります。新たに特別加入の対象になった、もしくは対象からは
ずれた場合は、加入・脱退の手続きをお忘れのないようお願いします。
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